
12

　

春
の
異
動
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま

す
。
就
職
や
転
職
、
市
外
へ
の
転

出
な
ど
で
、
本
市
の
国
民
健
康
保

険
資
格
を
喪
失
す
る
場
合
は
、
お

早
め
に
脱
退
手
続
き
と
保
険
証
の

返
却
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
資
格
喪
失
後
に
本
市
の

保
険
証
を
使
用
し
た
場
合
は
、
後

日
、
本
市
が
負
担
し
た
医
療
費
を

返
還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
社
会
保
険
等
に
加
入
し
た
場
合

は
、
手
続
の
際
に
新
し
い
保
険
証

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
本
庁
舎
国
保
年
金
課　

内
２
１

７
２

　

今
年
度
の
「
住
宅
用
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
設
置
費
補
助
金
」
の

申
請
期
限
は
、
３
月
31
日
㈫
ま
で

で
す
。
補
助
金
の
予
算
残
額
が
少

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
電
力
事
業

者
と
の
受
給
契
約
成
立
後
は
、
速

や
か
に
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
３
月
ま
で
に
設
置
を
予

定
し
て
い
る
方
は
、
事
前
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
舎
商
工
課　

内
２
２
４
９

　

１
月
11
日
に
開
催
し
た
白
河
地

域
の
成
人
式
に
出
席
で
き
な
か
っ

た
方
の
「
成
人
証
書
」
を
保
管
し

て
い
ま
す
。
受
け
取
り
を
希
望
す

る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、

保
管
期
間
は
３
月
31
日
㈫
ま
で
で

す
。

問
本
庁
舎
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課

内
２
３
８
３

　

視
覚
障
が
い
の
あ
る
方
を
対
象

に
、
市
の
広
報
紙
や
議
会
だ
よ
り

の
点
字
版
を
無
料
で
お
届
け
し
て

い
ま
す
。
希
望
す
る
方
は
、
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

●

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

本
庁
舎
社
会
福
祉
課　

内
２
７
１

４
　

火
災
が
多
く
発
生
し
や
す
い
時

季
を
迎
え
、
全
国
的
に
「
も
う
い

い
か
い　

火
を
消
す
ま
で
は　

ま

あ
だ
だ
よ
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
火

災
予
防
運
動
を
展
開
し
ま
す
。

　

こ
の
季
節
は
、
特
に
ス
ト
ー
ブ

火
災
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
の

で
、
周
り
に
は
物
を
置
か
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●

期
間　

３
月
１
日
㈰
〜
７
日
㈯

問
白
河
消
防
署
☎
㉒
２
１
５
５

　

消
費
税
の
８
％
へ
の
引
き
上
げ

に
伴
い
住
宅
購
入
者
の
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
、
国
土
交
通
省
で
は

「
す
ま
い
給
付
金
」
制
度
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

受
給
の
条
件
や
支
給
額
、
申
請

方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
す
ま
い
給
付
金
事
務
局
☎
０
５

７
０

０
６
４

１
８
６
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日
㈪　

●

時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時

●

会
場　

本
庁
舎
選
挙
管
理
委
員

会
室
（
５
階
）

問
本
庁
舎
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局　

内
２
５
１
０

　

里
親
に
よ
る
子
育
て
支
援
に
つ

い
て
学
ぶ
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

●

日
時　

２
月
24
日
㈫
／
午
前
10

時
〜
11
時
30
分

●

会
場　

ニ
コ
ニ
コ
こ
ど
も
館

（
郡
山
市
桑
野
）

●

定
員　

20
人　

●

申
込
期
限　

２
月
17
日
㈫
ま
で

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
島
県
県
中
児
童
相
談
所
☎
０
２

４

９
３
５

０
６
１
１

　

東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た

方
を
支
援
す
る
被
災
者
生
活
再
建

支
援
金
（
基
礎
支
援
金
）
の
申
請

期
間
が
再
延
長
さ
れ
ま
す
。

●

期
限　

平
成
28
年
４
月
11
日
㈪

ま
で

問
本
庁
舎
生
活
環
境
課　

内
２
１

６
６

込
み
し
た
方
（
先
着
２
５
０
人
）

に
け
ん
玉
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

●

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
舎
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課　

内
２
３
８
６

　

県
文
化
振
興
財
団
で
は
、
県
民

の
文
化
活
動
支
援
を
目
的
と
し
て
、

４
月
１
日
か
ら
７
月
31
日
ま
で
に

行
う
事
業
を
対
象
に
、
助
成
の
申

請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●

対
象
事
業　

成
果
発
表
事
業
、

発
表
会
等
へ
の
参
加
事
業
な
ど

●

対
象
者　

県
内
に
住
所
ま
た
は

活
動
の
本
拠
を
有
す
る
個
人
ま
た

は
団
体

●

受
付
期
限　

２
月
23
日
㈪
ま
で

問
本
庁
舎
文
化
振
興
課　

内
２
３

８
４

　

平
成
27
年
１
月
１
日
現
在
で
調

製
し
た
「
農
業
委
員
会
委
員
選
挙

人
名
簿
」
を
縦
覧
し
ま
す
。

　

登
録
漏
れ
や
記
載
事
項
に
誤
り

が
な
い
か
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●

期
間　

２
月
23
日
㈪
〜
３
月
９

　　

平
成
27
年
度
中
に
発
行
す
る

「
広
報
白
河
」（
平
成
27
年
４
月
１

日
号
〜
平
成
28
年
３
月
１
日
号
）

に
掲
載
す
る
広
告
を
募
集
し
ま
す
。

　

な
お
、
公
共
性
を
損
な
う
恐
れ

の
あ
る
広
告
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。

●

掲
載
料　

掲
載
１
回
に
つ
き

▽
１
枠
（
縦
42
㎜
×
横
１78
㎜
）

２
万
４
千
円

▽
半
枠
（
縦
42
㎜
×
横
86
㎜
）

１
万
２
千
円

●

受
付
開
始
日
時　

３
月
２
日
㈪

21 20

募
集

／
午
前
８
時
30
分
か
ら　

※
規
定

数
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

●

申
込
方
法　

指
定
の
申
込
書
に

広
告
の
原
稿
を
添
え
て
、
本
庁
舎

秘
書
広
報
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
申
込
書
は
、
本
庁
舎
秘
書

広
報
課
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
取

得
で
き
ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
舎
秘
書
広
報
課　

内
２
３
７
３

　

カ
タ
ー
ル
フ
レ
ン
ド
基
金
事
業

を
活
用
し
て
建
設
し
た
「
ア
ナ
ビ

ー
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
」
の
開
館
を

記
念
し
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン

ト
を
行
い
ま
す
。

●

日
時　

２
月
22
日
㈰
／
午
後
１

時
〜
３
時

●

会
場　

総
合
運
動
公
園
（
北
中

川
原
）

●

内
容　

ギ
ネ
ス
に
挑
戦
け
ん
玉

イ
ベ
ン
ト
な
ど　

※
２
５
０
人
が

参
加
す
る
け
ん
玉
教
室
を
開
催
す

る
こ
と
で
、
ギ
ネ
ス
記
録
に
認
定

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
事
前
に
申
し

案
内

翠楽苑
市民入園無料券

翠楽苑
市民入園無料券

翠楽苑
市民入園無料券

翠楽苑
市民入園無料券

翠楽苑
市民入園無料券

本券一枚でお一人様限り 本券一枚でお一人様限り 本券一枚でお一人様限り 本券一枚でお一人様限り 本券一枚でお一人様限り

有効期間
平成27年２月１日㈰から
平成27年３月20日㈮まで

有効期間
平成27年２月１日㈰から
平成27年３月20日㈮まで

有効期間
平成27年２月１日㈰から
平成27年３月20日㈮まで

有効期間
平成27年２月１日㈰から
平成27年３月20日㈮まで

有効期間
平成27年２月１日㈰から
平成27年３月20日㈮まで

（２月12日㈭、３月11日㈬・12日㈭は休園です）（２月12日㈭、３月11日㈬・12日㈭は休園です） （２月12日㈭、３月11日㈬・12日㈭は休園です）（２月12日㈭、３月11日㈬・12日㈭は休園です）（２月12日㈭、３月11日㈬・12日㈭は休園です）

農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

第
１
期
福
島
県
文
化

振
興
財
団
助
成
事
業

ホームページアドレス
http://www.city.shirakawa.fukushima.jp/
問＝問い合わせ先
内＝内線番号
◇本 庁 舎　八幡小路７-１　　  ☎㉒1111/Fax㉗2577
◇表郷庁舎　表郷金山字長者久保２　☎322111/Fax322234
◇大信庁舎　大信増見字北田58　☎462111/Fax462409
◇東 庁 舎　東釜子字殿田表50　☎342111/Fax343584

ジジ ドアドレ

くらしの
情 報 館広

報
白
河
広
告

里
親
入
門
講
座

春
季
火
災
予
防
運
動

福島県の最低賃金
　平成26年10月４日に、県
の最低賃金を改正しました。
●時間額　689円　
※産業別最低賃金など、詳し
　くはホームページをご覧い
　ただくか、お問い合わせく
　ださい。
問福島労働局賃金室☎024
　536 4604

す
ま
い
給
付
金

国
民
健
康
保
険
の
手

続
き
を
忘
れ
ず
に

ア
ナ
ビ
ー
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

白
河
地
域
の
新
成
人

の
皆
さ
ん
へ

被
災
者
生
活
再
建
支
援
金

住
宅
用
太
陽
光
発
電

補
助
金

点
字
の
お
た
よ
り
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●

会
場　

市
産
業
プ
ラ
ザ
人
材
育

成
セ
ン
タ
ー
（
中
田
）

問
東
北
税
理
士
会
白
河
支
部
☎
㉘

３
５
６
３

●

日
時　

２
月
21
日
㈯
／
午
前
10

時
〜
午
後
３
時　

※
予
約
優
先

●

会
場　

ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
白

河
（
新
白
河
駅
前
）

●

内
容　

離
婚
、
相
続
そ
の
他
生

活
の
困
り
ご
と
に
関
す
る
相
談
等

（
秘
密
厳
守
）
※
相
談
は
無
料

●

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
島

県
行
政
書
士
会
県
南
支
部
事
務
局

（
真
船
あ
い
事
務
所
内
）
☎
㉕
１
１

０
０

　　

自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日

現
在
で
、
車
検
証
に
記
載
さ
れ
て

い
る
所
有
者
ま
た
は
使
用
者
に
課

税
さ
れ
ま
す
。
送
付
先
に
変
更
が

あ
る
場
合
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
車
検
証
の
登
録
内
容
に

変
更
が
あ
る
場
合
は
、
３
月
末
ま

で
に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

●

自
動
車
税　

県
南
地
方
振
興
局

県
税
部
☎
㉓
１
５
１
９

●

車
検
証
登
録
内
容
変
更　

東
北

運
輸
局
福
島
運
輸
支
局
☎
０
５
０

５
５
４
０

２
０
１
５

　

東
北
税
理
士
会
白
河
支
部
で
は
、

税
に
関
す
る
無
料
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。

《
所
得
税
の
確
定
申
告
無
料
相
談

会
》

●

日
に
ち　

２
月
16
日
㈪

《
税
理
士
記
念
日
「
税
の
無
料
相

談
会
」》

●

日
に
ち　

２
月
23
日
㈪

＝
共
通
事
項
＝

●

時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

23 22

ま
ち
か
ど
伝
言
板

案
内

【開園時間】
午前９時～午後４時30分

問翠楽苑☎㉓6888

【開園時間】
午前９時～午後４時30分

問翠楽苑☎㉓6888

【開園時間】
午前９時～午後４時30分

問翠楽苑☎㉓6888

翠 楽 苑 翠 楽 苑 翠 楽 苑 翠 楽 苑 翠 楽 苑
《入園料》
無　料

※呈茶を希望される方は
　入園時にお申し込みく
　ださい。
　（呈茶料：540円）

《入園料》
無　料

※呈茶を希望される方は
　入園時にお申し込みく
　ださい。
　（呈茶料：540円）

《入園料》
無　料

※呈茶を希望される方は
　入園時にお申し込みく
　ださい。
　（呈茶料：540円）

《入園料》
無　料

※呈茶を希望される方は
　入園時にお申し込みく
　ださい。
　（呈茶料：540円）

【開園時間】
午前９時～午後４時30分

問翠楽苑☎㉓6888

《入園料》
無　料

※呈茶を希望される方は
　入園時にお申し込みく
　ださい。
　（呈茶料：540円）

【開園時間】
午前９時～午後４時30分

問翠楽苑☎㉓6888
㈶白河観光物産協会 ㈶白河観光物産協会 ㈶白河観光物産協会 ㈶白河観光物産協会 ㈶白河観光物産協会

女
性
行
政
書
士
に
よ
る

女
性
の
た
め
の
相
談
会

街なか居住を応援します
子育て世代集合住宅家賃補助制度

　夫婦のどちらかが満40歳以下の世帯、
または満18歳未満の扶養親族と同居する
世帯で、新たに市外から中心市街地活性
化基本計画区域内の民間賃貸住宅に転入
した方を対象に、家賃の一部を補助しま
す。
●補助額　家賃から共益費、駐車場代、
　　　　　勤務先の住宅手当等を引いた
　　　　　額の４分の１（上限は月額で
　　　　　13,000円）
●補助期間　３年間（36ヵ月分）
※補助を受けるには、転入日から3か月
　以内に補助認定のための申請が必要で
　す。また、交付申請や補助継続の手続
　きなども必要になります。詳しくはお
　問い合わせください。
※市ホームページで中心市街地内の空室
　情報を見ることができます。同ホーム
　ページ内で「空室情報」と入力し検索
　してください。

※太線で囲まれたエリアが補助対象区域です

問本庁舎まちづくり推進課　内2744

   

白
河
市
長　

　

     

鈴
木　

和
夫

『
明
日
へ
の
瞳
』

市
長
の

手
控
え
帖

よ
う
だ
。
こ
の
家
に
は
、
以
前
鴎
外
も
住
ん
で
い

た
と
い
う
か
ら
面
白
い
。
郁
文
と
は
、
文
化
文
明

が
盛
ん
で
香
り
高
い
様
子
を
い
い
「
郁い

く
い
く々

と
し
て

文
な
る
哉か

な

」
と
の
論
語
に
由
来
す
る
。
明
治
の

精
神
が
に
じ
み
出
て
お
り
、
１
３
０
年
の
歴
史
を

持
つ
学
校
に
ふ
さ
わ
し
い
名
だ
。

　

講
堂
に
は
１
３
０
人
ほ
ど
の
生
徒
。
中
高
一

貫
校
で
最
前
列
に
中
学
生
も
い
る
。
皆
姿
勢
が

い
い
。
壇
に
あ
が
る
と
、
学
ぼ
う
と
す
る
心
が
醸

し
出
す
、
ピ
ン
と
し
た
空
気
を
感
じ
た
。
白
河
の

歴
史
や
位
置
か
ら
入
り
、
地
す
べ
り
・
小
峰
城
・

住
宅
の
被
害
、
整
然
と
給
水
所
に
並
ぶ
人
々
。
復

旧
工
事
、
石
垣
の
修
復
、
除
染
作
業
を
ス
ラ
イ
ド

で
説
明
し
た
。
津
波
や
原
発
地
の
ほ
か
に
も
、
こ

れ
ほ
ど
の
災
害
が
あ
っ
た
の
か
と
い
う
顔
。
ぐ

っ
と
生
徒
の
目
が
近
づ
い
て
き
た
。

　

日
本
は
災
害
列
島
。
地
震
台
風
を
宿
命
と
受

け
止
め
て
き
た
。
そ
の
都
度
、
災
い
を
福
に
転
じ

よ
う
と
立
ち
あ
が
っ
て
き
た
。
大
事
な
こ
と
は
、

災
害
に
ど
う
備
え
る
か
、
ど
う
素
早
く
立
ち
直
る

か
。
そ
し
て
何
を
教
訓
と
す
る
か
。
特
に
原
発

事
故
で
は
文
明
の
苦
し
み
を
背
負
っ
た
。
こ
こ

か
ら
何
を
学
ぶ
か
は
、
人
類
の
将
来
を
も
左
右
す

る
大
問
題
で
あ
り
、
風
化
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
と

話
し
た
。
あ
る
者
は
大
き
く
う
な
ず
き
、
あ
る
者

は
貪む

さ
ぼ

る
よ
う
に
ペ
ン
を
走
ら
す
。

　

続
い
て
国
や
地
方
の
課
題
へ
転
じ
た
。
膨
大

な
借
金
、
急
速
な
少
子
化
、
縮
む
地
方
、
厳
し

い
外
交
。
私
達
の
前
に
は
、
身
が
す
く
む
ほ
ど
の

壁
が
そ
び
え
立
つ
。
ひ
と
昔
前
、
日
本
は
世
界
の

奇
跡
と
賞
賛
さ
れ
た
。
国
際
環
境
、
働
き
手
の

増
加
、
技
術
革
新
と
発
展
の
条
件
が
揃
っ
て
い
た
。

だ
が
成
功
の
影
に
失
敗
の
種
が
潜
む
。
国
の
内

も
外
も
変
わ
り
、
新
た
な
視
点
で
政
策
を
転
換
す

　

い
つ
の
時
代
も
「
今
ど
き
の
若
い
者
は
」
の
次

に
は
、「
困
っ
た
も
の
だ
」
が
つ
く
。
私
ら
も
「
全

共
闘
世
代
は
理
屈
を
こ
ね
ま
わ
す
」
と
言
わ
れ

た
も
の
だ
。
で
も
新
し
い
扉
を
開
け
る
の
は
若

い
力
と
感
性
。
こ
の
数
年
、
若
者
の
意
識
は
変
わ

っ
て
き
た
と
思
う
。
格
差
、
高
齢
化
、
グ
ロ
ー
バ

ル
の
大
波
。
若
者
を
取
り
巻
く
環
境
は
険
し
い

が
、
大
昭
和
祭
り
や
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
祭
り
へ
参
加

す
る
若
者
は
素
直
で
明
る
い
。
夏
休
み
、
白
河
出

身
の
大
学
生
ら
が
「
シ
ラ
カ
ワ
・
ウ
ィ
ー
ク
」
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
小
中
高
の
生
徒
と
の
学
習

を
通
し
た
交
流
や
ま
ち
な
か
探
検
。
雇
用
・
教

育
・
地
方
な
ど
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
催

す
。
彼
ら
は
誠
実
に
社
会
と
向
き
あ
っ
て
い
る
。

　

年
末
、
都
内
の
高
校
で
講
演
す
る
機
会
が
あ
っ

た
。
き
っ
か
け
は
本
市
出
身
の
生
徒
。
白
河
の

災
害
状
況
、
ど
う
対
応
し
た
の
か
、
今
後
ど
ん
な

ま
ち
に
し
た
い
の
か
を
話
し
て
欲
し
い
と
い
う
。

澄
ん
だ
目
を
し
て
い
た
。
郁い

く
ぶ
ん
か
ん

文
館
と
い
う
名
の

高
校
は
、
東
大
赤
門
か
ら
遠
く
な
い
文
京
区
千
駄

木
に
あ
る
。
こ
の
あ
た
り
は
、
夏
目
漱
石
や
森
鴎

外
、
樋
口
一
葉
、
坪
内
逍し

ょ
う
よ
う遥
ら
が
住
ん
だ
。
夕
暮

れ
ど
き
に
は
、
和
服
姿
に
ス
テ
ッ
キ
で
散
歩
す
る

文
士
に
出
逢
え
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

　

か
つ
て
学
校
の
前
に
は
、
漱
石
の
居
宅
が
あ

り
、
そ
こ
で
「
我
輩
は
猫
で
あ
る
」
を
書
い
た
。

小
説
に
は
「
落
雲
館
」
中
と
し
て
登
場
す
る
。
し

ば
し
ば
狭
い
校
庭
か
ら
ボ
ー
ル
が
飛
び
込
み
、
気

難
し
い
漱
石
先
生
は
、
少
々
お
か
ん
む
り
だ
っ
た

べ
き
な
の
は
分
か
っ
て
い
る
が
、
そ
う
す
る
に
は

厄
介
な
利
害
調
整
を
伴
い
、
負
担
も
大
き
く
な
る
。

人
も
制
度
も
そ
う
簡
単
に
は
変
わ
れ
な
い
。
突

破
の
鍵
は
何
か
。
そ
れ
は
「
人
材
」。

　

ド
イ
ツ
の
学
者
の
言
葉
を
引
用
し
た
。「
政
治

と
は
、
情
熱
と
判
断
力
を
駆
使
し
な
が
ら
、
堅
い

板
に
力
を
込
め
て
、
じ
わ
じ
わ
穴
を
く
り
ぬ
く
よ

う
な
も
の
」。
そ
れ
に
は
、
率
先
し
て
困
難
に
立

ち
向
か
う
意
思
と
、
力
を
持
つ
人
が
欠
か
せ
な
い
。

何
事
に
も
あ
て
は
ま
る
が
、
地
方
の
人
口
減
少
対

策
は
特
に
そ
う
だ
。
国
が
地
方
創
生
に
腰
を
あ

げ
た
。
県
や
市
は
、
今
年
、
数
値
目
標
の
入
っ
た

政
策
プ
ラ
ン
を
つ
く
る
。
自
ら
の
頭
と
足
で
未

来
を
切
り
拓ひ

ら

く
時
期
が
き
た
。
地
域
の
知
恵
比

べ
、
腕
比
べ
が
始
ま
っ
た
と
も
い
え
る
。

　

幸
い
今
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
普
及
で
、

地
方
に
い
て
も
情
報
格
差
は
な
い
。
国
内
は
も

と
よ
り
、
世
界
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。
企
業
も
農

家
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
も
、
地
域
に
足
を
つ
け
、
よ
り
広
い

活
動
や
交
流
が
で
き
る
。
世
界
的
視
野
か
ら
地

域
を
見
つ
め
、
足
元
に
あ
る
産
業
や
文
化
的
素
材

を
磨
き
、
未
来
へ
つ
な
ぐ
。
今
こ
う
い
う
「
ロ
ー

カ
リ
ス
ト
」
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
先
が

見
え
な
い
か
ら
こ
そ
、
健
全
な
身
体
と
、
文
化
芸

術
や
歴
史
に
親
し
む
幅
の
広
い
人
間
が
必
要
と

も
語
っ
た
。
輝
く
瞳
に
晴
れ
晴
れ
と
し
た
。

　

そ
の
昔
、
若
者
は
学
生
運
動
で
社
会
に
異
議

を
唱
え
た
。
今
は
静
か
に
、
し
か
し
深
く
心
に

期
し
、
荒
波
を
受
け
止
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
静

か
に
い
く
者
は
遠
く
ま
で
い
く
。
き
っ
と
彼
ら

は
、
創
意
と
行
動
で
危
機
を
乗
り
越
え
る
だ
ろ
う
。

ほ
ど
な
く
そ
の
生
徒
か
ら
手
紙
が
届
い
た
。
自

分
も
何
ら
か
の
形
で
、
好
き
な
白
河
の
た
め
に
貢

献
し
た
い
と
。
確
か
な
未
来
が
こ
こ
に
あ
る
。

自
動
車
の
名
義
な
ど
変
更
手

続
き
は
お
早
め
に

税
に
関
す
る
無
料
相
談
会


